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Intertextile Shanghai Japan Pavilion 2025 春展 開催概要 

 

  

 

８月に開催したインターテキスタイル上海アパレルファブリ

ック 202４年秋展は、海外バイヤーも倍増し有意義な開催と

なりました。30 周年となる本開催では、アパレルテキスタイルと

副資材の最も重要な調達プラットフォームであることを改めて示

すとともに、業界構造の変化と近年の課題を乗り越えるための

鍵となる場所であることを印象づけました。 

26 ヶ国・地域から約４,000 社が出展し、115 ヶ国・地域から

100,000 人以上の来場者が訪れました。 

国際館はトレンドフォーラムを中心に華やかな演出の中に、8 ヶ国・地域のパビリオンが参加しました。この中でもジャパン・

パビリオンのエリアは特に人気で、終日大盛況のうちに終了しました。 

3 月 11 日から 3 日間、中国・上海の中国国家会展中心で、「インターテキスタイル上海（アパレルファブリック）

2025 春展」が開催されます。今回の春展には日本ファッション・ウィーク推進機構（JFW）主催の「ジャパン・パビリオン」

が 29 社（うち新規出展 5 社）／693 平方㍍の規模で出展する予定です。春展としては過去最大の規模です。盛

況な商談が行われた昨年の秋展同様に、日本企業の開発素材への期待は大きいと予想されます。 

 

■ インターテキスタイル上海 2025 春展 概要 

◇ 展示会名：Intertextile Shanghai Apparel Fabrics – Spring Edition  

◇ 会 期：2025 年 3 月 11 日（火）-13 日（木） 

◇ 主 催：Messe Frankfurt（HK）Ltd.  

中国国際貿易促進委員会紡織行業分会（CCPIT） 

           China Textile Information Center (CTIC) 

◇ 会 場：中國國家會展中心(上海)（National Exhibition and Convention Center(Shanghai)China） 

 

■第 2２回 『Japan Pavilion』 開催概要                                    

◇ 出展場所： 国際館内 （5.1Hall） 

◇ 出展内容： ビジネスコーナー＋Japan トレンドコーナー  

◇ 出展規模： 29 社（639 ㎡）JFW(54 ㎡)＝693 ㎡ 

◇ 主催： 一般社団法人日本ファッション・ウィーク推進機構       

（JFW） 

◇ 後援：経済産業省 

独立行政法人日本貿易機構 (ジェトロ) 

  ＜2024年 8月開催の様子＞ 
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Japan Pavilion 出展者一覧  ２９社 (639 ㎡) ※50 音順 ★新規出展５社 

出展者名(和） 所在地 sqm  

株式会社アクタスセコンド 神奈川県 18 ★新規出展 

株式会社 ANTS JAPAN 岐阜県 18 ★新規出展 

植山織物株式会社 兵庫県 18  

宇仁繊維株式会社 大阪府 27  

株式会社ＳＶＣ 京都府 9 ★新規出展 

小原屋繊維株式会社 大阪府 18  

川越政株式会社 大阪府 9  

KIRARI 株式会社 大阪府 36  

クラボウ 大阪府 9  

桑村繊維株式会社 兵庫県 27  

株式会社コッカ 大阪府 18  

株式会社サンウェル 大阪府 36  

株式会社サンファスニングシステムズ 東京都 18  

柴屋株式会社 大阪府 36  

株式会社シャンブレー 東京都 18  

株式会社 SHINDO 福井県 54  

双日ファッション株式会社 大阪府 36  

瀧定名古屋株式会社 愛知県 54  

卓 Edge 合同会社 愛知県 9  

株式会社タケミクロス 静岡県 9 ★新規出展 

帝人フロンティア株式会社 - SOLOTEX 大阪府 54  

豊島株式会社 愛知県 27  

株式会社ニッケテキスタイル 大阪府 18  

有限会社服部商会 愛知県 9  

ベリーテックス 東京都 9 ★新規出展 

丸井織物株式会社 石川県 9  

三政テキスタイル株式会社 - MAYFIS 東京都 9  

モナ・ニット株式会社 愛知県 9  

株式会社ヤギ 大阪府 18  
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■出展者紹介 

 

●ACT AS SECOND CO., LTD.／ジーニングカジュアルを  

★新規出展 

初出展の ACT AS SECOND CO., LTD.は、長年、岡山・広島エリアで素材開

発し、日本や中国での縫製加工まで一貫対応しています。すでに中国のエージェント

がジーニングカジュアルを提案してきましたが、さらに拡大する考えです。 

綿シルクネップデニムの経糸は 8 番のムラ糸をロープ染色しました。緯糸にシルク

100%のネップ糸を使用することで、シルク特有の柔らかさを有し、ネップ糸による粗野

感も表現しました。４オンスのスーパーゼロデニムは水に溶ける糸を使った特殊撚糸

工法を採用。繊維間に、たっぷりと空気を含む糸にする革新的な新素材スーパーゼ

ロを使用しました。ソフトで膨らみのあるコンフォートストレッチ素材です。12oz 本藍ブ

ルーデニムは、天然藍染めデニムです。あえて濃度の浅い染色をすることで天然藍っ

ぽさとリーバイスの古着ビンテージジーンズ風になりました。 

 

 

●SVC CORPORATION／ 天然素材系複合が得意  

★新規出展 

SVC CORPORATION も初出展です。天然繊維と、アセテート・キュプラなどとの複

合素材が得意です。今回、トリアセテートカラミ織りを提案します。カチオン･ポリエステル

とトリアセの染め分け素材で、発色性がよくナチュラルな風合いです。上品な印象を与

えるカラミ織りで、透け感、軽量感、清涼感のある素材に仕上げました。ドライな風合

い、適度な通気性を有し、高級感もあります。 

トリアセふくれジャガード小柄は、キルト調フクレジャガードです。経糸にポリエステル先

染 20 デニールの細番手の糸を使用。緯糸にポリエステル光沢糸と収縮糸を使い、高

温セット加工しました。ウール「Manerd」先染は、短繊維、長繊維が均一にブレンドさ

れた糸で、ウールに比べて毛羽が少なく、糸強力が高いのが特徴です。ウールの膨らみ

感とトリアセテートの清涼感と落ち感がバランス良くミックスした素材です。 

 

 

●ANTS JAPAN CO., LTD／ LUNACEL を中心に 

★新規出展 

ANTS JAPAN CO., LTD は「中国市場におけるビジネスの拡大と業界での地位向上を図るとともに、持続可能な未

来への貢献を果たしたい」と、初出展します。「LUNACEL」を使用した織物、丸編み、横編み生地を出品します。日本

市場で美しい製品を作り上げており、強力なサプライチェーンと、品質管理体制が強みです。 
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LUNACELはコットンのような植物繊維でもなく、ウールやシルクなどの動物繊維とも違う新しい糸です。コラーゲン（動物

性タンパク質）とセルロース（植物性繊維）の良

さを併せ持つ次世代のハイプリッドレーヨンです。セ

ルロースが持つ柔らかな質感にコラーゲンの滑らかさ

が加わり、非常に心地よい肌触りを得られます。消

臭機能として 3 大汗臭（酢酸、アンモニア、イソ吉

草酸）にも対応しています。吸放湿性、接触冷

感 吸湿発熱、静電性なども有し、夏涼しく、冬は

暖かい快適な素材です。 

 

  

●TAKEMI CLOTH CO., LTD／ 天日干しの麻素材を 

★新規出展 

TAKEMI CLOTH CO., LTD は、麻を中心とした天然繊維の生地を製造販売しています。天然素材が持つ豊かな

表情を引き出すために手作業にこだわり、小ロットにて生産。通常の機械染色よりもじっくりと時間をかけて染色し、遠州

地方独特の強風と日照時間が長い浜松の太陽の力を利用して天日干しする加工です。 

出品する Linen100％素材も、遠州地方独特の強風とたっぷりの日光をあてた「天日干し」で仕上げました。丁寧に

染め上げた独特な色味とシワ感、天日干しリネンの奥深い風合いを堪能できる生地です。遠州産地名物のコール天

（Cotton55％、Linen45％）も出品します。他の産地では作ることのできない柔らかさと、畝の立ちを実現しました。

リネン 100％の生地は、天然繊維の風合いを柔らかくするために、表面の毛羽を取り除いて非常にソフトな仕上がりにな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●VERYTEX CO., LTD.／撚糸にもこだわる   

★新規出展 

VERYTEX CO., LTD.は今回、「PIN 仮」を提案します。これはピンと呼ばれるパーツを使用した仮撚加工技術のこと

です。この技術は、日本の北陸産地の糸加工場で、50 年以上続いている伝統的なものです。特殊な機械でのみ生産

が可能で、大変希少な加工方法です。ポリエステルの原糸を、サファイアガラス製の回転子に巻き付け、熱を加えて伸ば

しながら撚りをかけることで、糸にストレッチ性や、膨らみ感を持たせました。通常の糸に比べて非常に軽く、膨らみのある

繊細な糸に仕上がります。 

リサイクルラメの「CHOKI」も紹介します。CHOKI は、GRS 認証を取得したサステナブル素材を使用した環境負荷を
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軽減したラメ糸です。同社は日本の歴史ある工場と繋がりを持ち、素材開発を行っています。日本独自の素材や、リサイ

クル素材を使用し、更に撚糸にこだわり、他にはない新しさのある素材を追求しています。 

 

 

●YAGI & CO., LTD.／現物カラーリスクで  

YAGI & CO., LTD.は中国に現地法人谱洛革时(上海）贸易有限公司を有します。 

今回は綿と極細のラメを掛け合わせて作ったシアーラメ素材を出品します。チクチクした感じのないさらっとしたタッチで、

繊細な輝きのある生地は独特の魅力があります。同社の特徴である 8 色の現物をカラーリスクして展開します。 

OPTIMACOOL サッカーは、吸汗性がありムレ感を軽減する「OPTIMACOOL」と、通気性と吸水性に優れた

LYCRA T400fiber をハイゲージで編み上げました。表面に凹凸があることで、通気性が良く熱がこもりにくく、快適さが

長続きします。17 色を現物カラーリスクします。強撚ムラ糸 SZ 天竺も 16 色を現物カラーリスクします。S 撚りと Z 撚り

の細い強撚糸で編み、表情感のある薄手でさらっとした生地です。また斜行やねじれも目立たず、型崩れのしにくい製品

になります。 

 

 

●KUWAMURA CO., LTD／ 先染め織物をストック 

 

KUWAMURA CO., LTD は中国に上海桑村商貿有限公司を有し、中国に輸出を続けてきました。「昨年

度は過去最高の輸出実績を残せたので、中国はまだまだ潜在能力のある市場と期

待している。弊社のストック品の積極的な販売・提案を行うためにインターテキスタイ

ル上海に出展する」と話していました。 

 同社は先染め織物の播州産地で 1928 年に織布業を開始した歴史ある企業で

す。自然環境を守り、原料から織染、加工まで環境に配慮したモノ作りを進めていま

す。シーズンを問わず、アイテムを問わず幅広い先染め商品のストック販売が強みで

す。今回出品するのは、30 双糸のメランジ TOP シャギー起毛です。飽きのこない色

柄と、柔らかく、毛足が長く揃ったシャギー起毛は、幅広いアイテムに使えます。60 単

のオーガニックコットン使いの素材は、細かいしわ加工をしており、ナチュラルな風合いが特徴です。 

 

 

 

 

■Japan トレンドコーナー <Booth no. 5.1-E55> 

 

毎回注目の、ジャパン・トレンド＆インデックスコーナー。今シーズンのトレンドテーマは「安堵する世情」。 

複雑な多様化する世界で、いま大切なのは人と人、心と心とのつながり。 

LOVE をイメージする大胆なモチーフを使用した空間構成で、ジャパン・トレンドを提案します。 
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■JFW テキスタイルビュー（ジャパンテキスタイルトレンド） 

 

◇ 2026S/S 外観：＜安堵する世情＞ 

ますます複雑化する世の中､近くに居て遠い世界､遠くに居て近い世界､不思議な世の中､これは何か時空のいがみのせ

いなのか？ 

本当は何なのかわからない。わかり合いたい。そんな中､今必要なのは安心感､安堵感。 

人にも自然にもあらゆるものに優しい思いを、世界中に愛・ＬＯＶＥを。 

 

◆ 全体的カラー： 

繊細な中に芯の強さと大胆な力強さを感じるカラー。軽やかで爽やか、そして快適で洗練された魅力あるカラー。強さとさ

りげない控えめさ､大胆さと洗練が同居する個性豊かな色達が語りかけるカラーパレット。静かに優しく自然を感じながら

自由に誇り高く輝く色たち。個性的で斬新な色の組合せがシーンの中に溶け込み、ドラマティックで表情豊かなカラーレン

ジで展開します。 

 

◆ 2026 Spring/Summer （テーマ）: 

◇ 風の音 水の音  - Sounds of Winds & Water -   ◇ デート   -  Dating  - 

◇ 陰陽  -  Yin-Yang  -                    ◇ オタクカルチャー   - Otaku Culture  

  

   

 

      

 

問い合わせ先：一般社団法人日本ファッション・ウィーク推進機構（JFW） テキスタイル事業事務局 

         Tel: 03-6805-0791  E-mail: jp@japancreation.com 


